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【評価項目】６ 教育内容・方法 ６．１ カリキュラムの編成 

 

Ⅱ 総 評 

 三 長所の伸張と問題点の改善に向けての取り組み 

２ 教育内容・方法 （１）教育課程等 

目標である学際的・総合的な政策研究を推進するため、専門の異なる複数の教員に

よる課題研究（リサーチ・プロジェクト）を中心として実践的な展開が図られている

点に特色を有している。そのための基礎力を養うカリキュラムと併せて、それぞれ定

められた領域での課題研究を進めるための体制として、「マスター・セミナー」や「デ

ィサテーション・セミナー」などを計画的に設定し、学生個々に段階的な教育・研究

指導を行っている。研究と社会との連携を強化するため、リサーチ・コンソーシアム

（産官学研究協力機構）を創設して連携強化を進めている点は、特色ある活動として

評価でき、目標はほぼ達成されているものと判断できる。 

しかしながら、研究成果の発表機会の促進という目標においては、学生の投稿数が

少ないのが現状であり、それを打開するためには、研究指導体制のあり方について再

検討する必要がある。  

社会との連携を重視した教育・研究方針に沿って、実務経験の豊富な社会人を積極

的に受け入れる制度を設けるとともに、社会人が学びやすい環境を整備している点は、

十分に評価できる。 


